
雲
州
本
延
喜
式
と
藍
川
慎

.
屋
代
弘
賢

・
塙
保
己

一

図

大

日

方

克

己

近
世
に
お
い
て
最
も
流
布
し
た
延
刊行式
は一一平保

本
と
呼
ば
れ
る
版
本
で
、
国
史
大
系
の
底
本
に
も

な
っ
て
い
る
。
立
保
本
は
、
鹿
安
元
年

(一

六
凹

八
)
の
林
道
春
肢
が
附
さ
れ
て
刊
行
さ
れ
た
明
暦

=一
年

(一

六
五
七
)
版
を
元
に
、
立
文
七
年

(一

六
六
七
)
の
松
下
見
林
に
よ
る
再
訂
を
、
つ
け
て
修

補
し
、
平
保
八
年

(一

七
二
三
)
に
刊
行
さ
れ
た

も
の
と
さ
れ
る
(
早
川
万
年
「
延
思
式
の
版
本
に

つ
い
て
」

『延
諮
式
研
究
』
一

、
一
九
八
八
年
)。

こ
れ
を
ぷ
り
が
多
い
と
批
判
し
て
、
文
政
」t
一
年

(一

八
二
八
)
に
・誠
一
ゴ
松
平
汗
恒
校
訂
と
し
て
松

江
離
か
ら
刊
行
さ
れ
た
の
が
、
雲
州
本
と
称
さ
れ

る
版
本
で
あ
る
。

雲
川
本
の
大
き
な
特
徹
は
、
本
文
五
十
巻
の
他

に
、
校
訂
の
恨
拠
を
記
し
た
考
民
八
加
と
考
典
附

録
上

(発且
H
)

中
(
片
表
考
)

下

(祥
端
考
)

の
計
十
一

冊
が
附
属
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

考
拠
に
は
凡
例
が
附
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
何

を
氏
本
と
し
た
か
、
問
い
ら
れ
た
諸
本
名
が
何
を

指
す
の
か
不
明
で
あ
っ
た
り
、

一
部
で
校
訂
本
文

と
食
逃
い
が
み
え
る
な
ど
の
山
砲
は
あ
る
が
、
校

訂
に
用
い
ら
れ
た
百
六
十
出
'以
上
に
の
ぼ
る
和
棋

の
持
自
を
み
る
と
、
そ
の
学
問
的
背
訟
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
興
味
深
い
。

認
州
本
に
は
汗
恒
の
次
代
滞
主
訟
平
汗
坑
の
序

が
附
さ
れ
て
い
る
。
幕
府
右
能
屋
代
弘
賢
の
訟
に

な
る
こ
の
停
は
、
次
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
を
記
し

て
い
る
。
先
代
斉
恒
が
、
流
布
し
て
い
る
延
思
式

は
「濫
怒
を
刻
し
、
桜
中
川
極
め
て
多
L
」
と
し
て
、

諸
本
を
求
め
正
し
い
校
訂
本
を
円
ろ
う
と
し
た

が
、
没
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
斉
引
が
そ
の
意
志

を
継
い
だ
。
当
初
は
総
検
校
附
似
己

一
を
中
心
に

し
た
が
、
彼
も
没
し
た
た
め
松
日
滞
士
主
川
悦
ら

が
引
き
継
ぎ
、
ヒ
年
を
か
け
て
文
政
十

一
年
一
一月

に
完
成
し
た
と
い
う
。

逆
釘
す
る
と
文
政
五
年
こ
ろ
か
ら
事
裁
が
始

ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
一

方
、
同
四
年
正
月
二
十
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市
百
社
主
目
別
l
l
F
寸
刊
百
剖
与
E
，
η

ら
組
内
の
庄
屋
に
あ
て
た
触
状

(
松
江
市
宍
辺
町

木
師
事
。瓦
件
、
蒐
十
日
船
所
H

成
)
に
よ
る
と
、
「
延

苦
式
と
巾
性
物
、
此
度
上
々
判
本
出
来
候
ニ
付
御

入
則
之
旨
、
右
之
写
し
本
鰍
、
又
ハ
刊
本
な
ら
ハ

古
キ
分
所
持
い
た
し
居
候
も
の
市
之
侠
ハ
、
、
差

出
し
侠
線
」「
村
々
御
間
合
、
所
持
い
た
し
倣
も

の
有
之
候
ハ
¥
早
々
為
持
可
被
差
出
候
」
と、

延
書
式
の
写
本
、
古
版
本
な
ど
の
調
査
が
諸
村
に

対
し
て
命
じ
ら
れ
て
い
る

(小
林
市
土

「宍
辺
町

の
近
世
」

『宍
迫
町
史
通
史
編
」
下
、
二
O
O
凹

年
)。

す
で
に
校
訂
の
た
め
の
祐
本
の
娘
宗
が
始

ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
松
平
斉
恒
が
死
去

し
た
の
は
間
五
年
三
月
、
村
川
侭
己

一
の
死
去
は
向

山
年
九
月
、
死
が
屈
山
ら
れ
た
の
は
盟
五
年
七
月

九
日
の
こ
と
で
あ
る
。
実
質
的
に
は
間
五
年
以

降
、
阪
川
似
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
い

っ
た
の
で
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あ

る

。

を

幕

府

に

申

請

す

る

。

そ

の

な

か

に

は

延

喜

式

は

一

記

を

も

っ

、

塙

保

己

一

・

和

学

講

談

所

旧

蔵

本

で

当
初
塙
保
己
一
に
託
さ
れ
た
背
景
の
一
つ
に
一
含
ま
れ
て
い
な
い
。
生
前
に
刊
行
が
実
現
し
た
の
一
あ
る
。
こ
の
貞
享
本
で
校
訂
に
多
く
用
い
ら
れ
て

は
、
た
と
え
ば
安
永
六
年
(
一
七
七
七
)
こ
ろ
に
一
は
、
そ
の
う
ち
の
『
令
義
解
」
(
寛
政
十
一
年
刊
)
、
一
い
る
の
が
京
本
、
中
本
で
あ
る
。
虎
尾
俊
哉
氏
に

松
江
藩
士
萩
野
鳩
谷
(
天
愚
孔
平
・
孔
平
信
敏
)
一
「
百
錬
抄
』
(
享
和
三
年
〈
一
八
O
三
〉
刊
)
、
「
扶
一
よ
る
と
、
京
本
は
京
極
宮
家
本
と
推
測
さ
れ
、
現

が
塙
保
己
一
の
立
志
伝
『
塙
勾
当
伝
』
を
記
し
た
一
桑
略
記
」
(
文
政
三
年
刊
)
お
よ
び
申
請
に
は
含
一
在
存
否
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
中
本
も
現
在

り
、
塙
保
己
一
も
「
雲
州
侯
筆
塚
の
記
」
(
『
水
母
一
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
『
日
本
後
紀
』
(
寛
政
十
一
一
存
否
不
明
の
林
読
耕
斎
旧
蔵
中
神
守
節
本
で
、
雲

文
集
」
、
文
政
元
年
十
月
)
を
記
し
た
こ
と
な
ど
一
年
刊
)
だ
け
だ
っ
た
(
太
田
普
麿
「
塙
保
己
一
」
一
州
本
に
み
え
る
林
本
は
こ
の
中
本
の
岡
本
異
称
で

に
み
ら
れ
る
、
松
江
藩
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
。
一
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
)
。
こ
う
し
た
事
情
一
は
な
い
か
と
さ
れ
る
(
「
訳
注
目
本
史
料
延
喜
式

ま
た
塙
保
己
一
周
辺
で
も
早
く
か
ら
延
喜
式
校
一
も
あ
っ
て
、
塙
保
己
一
は
松
江
藩
の
事
業
を
通
じ
一
上
』
解
説
、
集
英
社
、
二

O
O
O年
)
。
雲
州
本
で

合
が
行
わ
れ
て
い
た
。
一
て
延
喜
式
の
校
訂
と
出
版
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
し
一
校
訂
に
用
い
ら
れ
た
京
本
、
林
本
は
い
ず
れ
も
貞

屋
代
弘
賢
は
、
塙
保
己
一
に
師
事
す
る
と
と
も
一
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
享
本
で
も
主
要
に
用
い
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ

に
そ
の
事
業
を
援
助
し
た
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
一
雲
州
本
の
校
訂
に
用
い
ら
れ
た
諸
本
を
み
て
一
る
。
一
方
雲
州
本
で
は
、
貞
享
本
と
は
違
う
箇
所

て
い
る
が
、
日
記
『
池
底
の
玉
藻
』
(
東
洋
文
庫
一
も
、
塙
保
己
一
と
の
関
係
は
明
瞭
で
あ
る
。
一
で
京
本
ま
た
は
林
本
を
用
い
て
い
る
場
合
も
あ
る

所
蔵
)
で
は
、
天
明
九
年
(
寛
政
元
年
、
一
七
八
一
ほ
ほ
全
巻
に
わ
た
り
校
訂
に
用
い
ら
れ
て
い
る
一
の
で
、
貞
享
本
か
ら
の
孫
引
き
で
は
な
く
、
独
自

九
年
)
二
月
十
三
日
、
三
月
十
三
日
な
ど
に
塙
亭
一
の
が
、
刻
本
と
貞
享
本
・
京
本
・
林
本
と
称
さ
れ
一
に
両
本
を
参
照
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
と
は
い

で
聞
か
れ
た
延
喜
式
校
合
の
会
に
参
加
し
た
こ
と
一
て
い
る
延
喜
式
諸
本
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
刻
本
は
一
え
貞
享
本
に
大
き
く
影
響
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
聞

を
記
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
塙
保
己
一
は
寛
政
七
一
主
と
し
て
享
保
本
を
指
し
、
巻
九
・
十
で
の
み
松
一
違
い
な
く
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
塙
保
己
一
を
継
承

年
に
温
故
堂
(
和
学
講
談
所
)
を
設
立
し
、
国
史
・
一
下
見
林
に
よ
る
訂
正
を
意
識
し
て
明
暦
本
と
事
保
一
し
た
も
の
だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

律
令
・
延
喜
式
な
ど
三
十
三
番
目
の
会
読
・
校
正
一
本
と
に
区
別
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
一
塙
保
己
一
の
死
後
を
引
き
継
い
だ
の
が
藍
川
慎

を
学
則
と
し
て
掲
げ
た
D

寛
政
十
一
年
に
は
、
そ
一
貞
享
本
は
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
貞
事
五
年
一
で
あ
る
が
、
松
江
藩
の
『
列
士
録
」
(
島
根
県
立

の
三
十
三
番
目
の
う
ち
日
本
後
紀
以
外
の
五
国
史
一
(
一
六
八
八
)
坊
城
俊
方
書
写
本
に
あ
た
る
。
そ
一
図
書
館
所
蔵
)
に
は
玄
慎
の
名
で
経
歴
が
記
さ
れ

や
令
義
解
、
類
来
三
代
格
な
ど
十
三
番
目
の
出
版
一
れ
は
「
温
故
堂
文
庫
」
「
和
学
講
談
所
」
等
の
印
一
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
松
江
藩
医
師
藍
川
通
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清
の
子
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
、
長
崎
で
唐
医
胡
一
れ
る
。
和
名
抄
や
康
頼
本
草
な
ど
は
雲
州
本
の
考

亀
新
に
学
ん
だ
後
、
文
化
二
年
こ
八

O
五
)
に
一
異
で
直
接
用
い
ら
れ
、
式
内
社
の
考
証
は
巻
九
・

藩
医
師
と
な
り
、
ほ
と
ん
ど
を
江
戸
藩
邸
で
仕
え
一
十
の
校
訂
に
直
結
す
る
。
ま
た
「
列
士
録
』
で
文

て
い
る
。
文
政
十
一
年
八
月
五
日
に
は
「
月
四
院
一
政
十
三
年
に
藩
主
斉
貨
に
献
上
さ
れ
た
と
特
筆
さ

(
斉
恒
)
様
御
在
世
之
節
、
延
喜
式
御
校
合
御
手
一
れ
る
『
姓
氏
一
覧
』
(
国
立
公
文
書
館
・
西
尾
市

伝
被
仰
付
、
数
年
打
込
候
。
格
別
出
精
相
勤
、
大
一
岩
瀬
文
庫
等
所
蔵
)
も
あ
る
。
『
新
撰
姓
氏
録
」

部
之
書
籍
校
合
行
届
、
御
蔵
板
出
精
、
今
般
御
献
一
の
各
氏
族
を
検
索
し
や
す
い
よ
う
に
第
一
字
の
函

上
相
済
」
と
い
う
こ
と
で
、
加
米
十
俵
と
銀
二
十
一
数
順
に
配
列
し
、
あ
わ
せ
て
六
国
史
等
か
ら
関
係

枚
の
下
賜
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
。
一
史
料
を
抽
出
し
て
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
様

藍
川
慎
は
そ
の
他
に
多
く
の
編
著
を
残
し
て
い
一
に
藍
川
慎
の
編
著
の
多
く
は
古
典
籍
か
ら
記
事
を

る
。
今
の
と
こ
ろ
藍
川
昔
、
原
菅
、
原
藍
泉
、
源
一
検
索
抜
粋
す
る
形
を
と
る
も
の
が
多
い
。
い
ず
れ

管
占
、
茅
山
な
ど
の
名
で
二
十
点
ほ
ど
を
確
認
し
一
も
延
喜
式
校
訂
に
か
か
わ
り
、
あ
る
い
は
そ
の
学

て
い
る
。
医
学
・
鍛
灸
関
係
が
半
数
近
く
を
占
め
一
間
的
背
景
と
な
る
も
の
と
い
え
る
。

る
が
、
な
か
に
は
外
台
秘
要
方
、
大
同
類
衆
方
な
一
藍
川
慎
ら
に
よ
る
作
業
が
始
ま
ろ
う
と
す
る
こ

ど
唐
代
や
平
安
時
代
の
医
書
の
注
釈
も
あ
る
。
ま
一
ろ
、
文
政
五
年
七
月
四
日
、
屋
代
弘
賢
日
記
『
水

た
「
和
名
抄
考
文
」
(
原
藍
泉
・
原
音
、
無
窮
会
神
一
馬
掌
録
』
に
は
「
雲
州
故
太
守
遺
物
利
休
茶
器
一

習
文
庫
所
蔵
)
、
『
博
桑
果
図
考
」
(
藍
川
菅
・
源
一
口
賜
、
藍
川
玄
慎
持
参
」
と
い
う
記
事
が
み
え

管
占
、
慶
応
義
塾
図
書
館
魚
莱
文
庫
等
所
蔵
)
、
一
る
。
『
水
馬
掌
録
』
を
紹
介
し
た
森
銑
三
「
屋
代

『
康
頼
本
草
校
註
」
「
査
直
」
『
査
直
茅
山
』
(
藍
川
一
弘
賢
」
は
こ
の
人
物
を
「
玄
悦
」
と
翻
刻
し
て
い

慎
、
無
窮
会
神
習
文
庫
所
蔵
)
等
本
草
書
類
、
出
一
る
が
(
『
森
銑
三
著
作
集
」
第
七
巻
、
中
央
公
論

雲
図
式
内
社
に
関
す
る
「
雲
州
式
社
集
説
」
(
原
一
社
、
一
九
七
一
年
)
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
自

昔
、
無
窮
会
神
習
文
庫
等
所
蔵
)
な
ど
も
注
目
さ
一
筆
本
で
は
「
玄
慎
」
と
判
読
で
き
る
。
屋
代
弘
賢

こ
う
し
た
塙
保
己
一
、
屋
代
弘
賢
、
藍
川
慎
お

よ
び
松
江
藩
の
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
学
問
的
背

景
の
な
か
で
雲
州
本
延
喜
式
の
成
立
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
詳
細
は
今
後
の
課
題
と
し
た

-v 

(
お
ぴ
な
た
・
か
つ
み
島
根
大
学
法
文
学
部
教
授
)

と
藍
川
慎
の
聞
の
直
接
的
な
交
流
が
み
て
と
れ

る
。
ま
た
屋
代
弘
賢
の
旧
蔵
書
、
池
底
叢
書
(
宮

内
庁
舎
陵
部
所
蔵
)
の
な
か
に
「
雲
州
式
社
集
説
」

が
み
え
る
こ
と
も
両
者
の
関
係
を
う
か
が
わ
せ

る。
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